
雲の上の英語塾 

英文法の整理と演習 

学習項目 種別 学年 学習日 

進行形（現在・過去） 整理 ２年 ／ 

CAN-DO 進行形（be 動詞 + 動詞の ing 形）を使って「～しています」、「～していました」と表現できる 

 

①進行形の意味 
進行形は「ある動作が進行中あるいは継続中」であることを表します。 

現在進行形と過去進行形があり、それぞれ「～している」「～していた」と訳します。 

 

②進行形の形 

 be動詞 ＋ ― ing（現在分詞形）  She  was reading .（彼女は本を読んでいました。） 

                               be動詞 ＋ ―ing 

 

進行形を用いた文の例 

 

○My mother is cooking dinner in the kitchen.（母は台所で夕食を作っています。） 

○Many boys were playing soccer in the park.（たくさんの少年が公園でサッカーをしていました。） 

○Ken is not watching TV now.（健は今テレビを見ていません。） 

○Was Yuko studying in the library? （優子は図書館で勉強していたのですか。） 

Yes,she was.／No, she was not.（はい、そうです。／いいえ、違います。） 

○What are you doing?／I’m walking.（あなたは何をしているのですか。／私は歩いています。） 

 

③進行形の確認点 
  

 ○be 動詞は主語の数（単数・複数）と時間（現在・過去）より判断する 

 

 現在 過去 

主語が I am 
was 

主語が単数 is 

主語が複数 are were 

 

 ○否定文・疑問文の作り方は通常の「be 動詞の文」と同じです 

   → 否定文の作り方：be 動詞の直後に notを入れる（She is not reading a book.） 

   → 疑問文の作り方：be 動詞を主語の前に出す（Is she reading a book?／Yes, she is.／No, she is not.） 

 

 ○継続的な状態を示す動詞や心理状態を表す動詞は通常は進行形にすることができない 

   → have, live, see, hear, like, hate, know, forget, remember などは通常は進行形にすることができない 

※「私はカナダに住んでいます。」の場合→ ○I live in Canada.／×I’m living in Canada. 

※have は「食べる」など動作を表す場合は進行形が可能→ ○I’m having lunch.／×I’m having friends. 

 

○進行形で「近い将来の予定された動作」を表すことがある 

   →I’m leaving tomorrow.（私は明日出発する予定です。） 

 

現在分詞形の作り方で注意を要する動詞 

パターン 作り方 原形 ―ing（現在分詞形） 

最後が e で終わる動詞 

make, take, have, write, come 他 e を取り ing をつける make making 

語尾を重ねる動詞 

run, sit, swim, get 他 語尾を重ねて ing をつける run running 
 

●この教材はウェブサイト「わくわく教材ランド」<www.e-kyozai.com>から参照・ダウンロードが可能です。 


